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令和7年9⽉11⽇(⽊)

東京税理⼠会麹町⽀部 Web研修

イラスト:ChatGPT-5

セミナー概要

• ⽣成AIの基礎知識
• 税理⼠業務における活⽤⽅法
• 税務調査への影響
• 税務リスク選定AIとAIモラル
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ChatGPT-4o から ChatGPT-5へ

⽇本⼈
にして!

ChatGPT-4o
のとき

なかなか思うような結果が得られない・・・

しかも、掘り炬燵⾵

ChatGPT-4o
のとき
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どんどん迷⾛していく・・・ChatGPT-4o
のとき

和洋折衷?
専⾨家は誰?

写真を認識している?!ChatGPT-5
になったら

ネックレス
もしてる!!
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本⽇のセミナーについて、ChatGPTに相談してみた

今⽇のセミナーの試み
• 進⾏の⼿順は、⽣成ＡＩに相談する。

• イラストは、基本的に⽣成ＡＩが作成したものを⽤いる。

• パワポのデザインも、⽣成ＡＩが提案してくれたものを参考にする。

元の画像 他のデザイン案
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⽣成AIの基礎知識

⽣成ＡＩの基礎知識
⽣成AIとは

⼤規模⾔語モデル（LLM）によるトークン予測の仕組み

膨⼤なテキストデータから学習し、⼈間のような⽂章を⽣成

特性と限界

得意分野：⾃然⾔語⽣成、要約、パターン発⾒

苦⼿分野：最新情報、数値精度、専⾨的根拠の提⽰

ハルシネーション：存在しない情報を提⽰する問題

代表的な⽣成ＡＩ

ChatGPT、Copilot、Claude、Gemini、Perplexity、Deepseek

ChatGPT-5が作成→
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⾊んな⽣成ＡＩに同じ質問を投げかけてみた

ChatGPT・Gemini・Claude・Copilotの⽐較

出典：https://miralab.co.jp/media/chatgpt_gemini_claude_copilot/
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ChatGPTの料⾦

⽣成AIの⽐較

ChatGPT Gemini Claude Copilot Perplexity Deepseek

料 ⾦ サブスクが前提

強 み
万能型

機能拡張性
アイディア出し

Google 
Workspace

連携
論理的

理解⼒⾼い
論理的思考
⽇本語うまい

Bing検索で
最新情報
Microsoft
365と統合

リアルタイム検索
情報源の提⽰
AIモデル複数

低コスト
推論能⼒

弱 み
堂々とハルシ

ネーション
時々⽇本語変

⽂章があまり
上⼿でない

画像できない
⽂章固い 導⼊コスト

⽇本語いまいち
クリエイティブ分
野がやや苦⼿

情報漏洩のリスク
情報の正確性
回答を拒否する

こんな時使う
提携業務の⾃
動化(GPTs)
⼀般的な質問

Google連携
戦略⽴案
問題解決

⻑い⽂書の作
成、要約、デー
タ分析

Microsoft製
品の⽣産性
を上げる

調べ物
裏付けされた情
報収集

・・・
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8時10分前集合は何時何分集合か︖

⼈間の回答例 「今⽇ドキッ!」放送(2025年7⽉2⽇)から

  30代⼥性︓8時の10分前だから、7時50分だと思います。
  70代⼥性︓7時50分。8時を基準としてその10分前と判断しました。
  ⼀⽅でZ世代は?

20代⼥性︓8時10分よりも、もうちょっと前。8時8分とか9分とか。
  20代男性︓8時10分前。8時5分か、8時過ぎて10分より前ぐらいに⾏きますかね。
  10代学⽣︓8時9分から前。相場8時〜8時10分、9分の間なのかなって思います。

ChatGPTの回答
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知能とは何か
イギリスのバース⼤学（University of Bath）の研究
2025年6⽉12⽇、Journal of Personality and Social 
Psychologyで発表

・ ⾼IQは、将来に関する予測の精度が⾮常に⾼い
・ ⾼IQは、同じ質問には同じような回答傾向

(判断のブレが少ない)
・ 低IQは、予測の正確性が低い
・ 低IQは、回答のブレ幅が⼤きい

知能≒予測能⼒

出典:NHK「AI研究者 松尾豊 が語る“知能のフロンティア”」

ChatGPTが⽰しているのは
予測能⼒が⾼いことが知能が⾼いということ

税理⼠業務における
⽣成AIの活⽤
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➀ GPTs(ジーピーティーズ)で効率UP
無料版…他⼈が作ったGPTsのみ使える。回数制限あり。
有料版…⾃分でGPTsを作れる。作ったGPTsは共有もできる。

参考:ChatGPTagentモードのサービスも最近始まっている。

GPTsの設定と使い⽅
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② ⽣成AIなら書類作成も簡単
ミッション例︓⽶国移⺠局に提出する書類(税理⼠の⾒解書)を作成せよ

⽣成AIに聞いてみた

→  1.はじめに
2.会社概要(沿⾰と設⽴、事業内容と主な取扱商品、顧客ターゲット、店舗情報、従業員数、税理⼠の関与状況)
3.財務概要(売上・営業利益の推移、資産状況、負債、⼈員体制)
4.結び

このような構成で作成すると良いとのアドバイス

書類作成 → ⽣成AIに推敲させる → ⽂章修正 → ⽣成AIに翻訳させる
→ クライアントと⽶国弁護⼠のチェック → 移⺠局に提出

できあがった⾒解書(⽇本語版)
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③ スキャナから読み取る

⼿書きのメモをスキャナ→応接録作成
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④ Excel マクロ(VBA)を作成する

※抜粋

⑤ スキャナ取込からＣＳＶファイルを作成
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税務調査への影響

税務⾏政のデジタル・トランスフォーメーション－税務⾏政の将来像 ２０２３－令和５年６⽉２３⽇ 国税庁 より
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出典:国税庁レポート2025

出典:令和5事務年度 所得税及び消費税調査等の状況

相続税もAIが調査へ 国税、申告漏れスコア化で狙い絞る

国税当局は今年夏から実施する相続税の税務調査などに⼈⼯知能（AI）を活
⽤する。
相続税の申告書や財産状況が分かる資料などをAIで分析、申告漏れの可能性
をスコア化して、調査対象者の選定を⾏う。
2025年は団塊の世代がすべて75歳以上になり相続件数も⼤幅に増えていくと
⾒込まれる。専⾨家は「納税者側も⼊念な準備が必要になってくる」と指摘する。
国税庁によると、AIでの分析対象となるのは23年に発⽣した相続事案が中⼼に
なるという。相続税調査は相続が⽣じた後、⼀定期間を経てから実施されるのが
慣例だ。
具体的には、相続税の申告書や⼀定規模以上の資産を持つ⼈が提出する財産
債務調書、海外送受⾦を記録した資料、⽣命保険の⼀時⾦の⽀払調書、⾦地
⾦を売却した際の⽀払調書などをAIで分析する。
過去に相続税で申告漏れなどが⽣じた案件から不正や申告ミスが⽣じる傾向を
⾒つけ出し、AI分析のためのデータとして活⽤する。
分析結果に基づき、申告漏れのリスクを被相続⼈（亡くなった⼈）ごとに1〜0の
間でスコア化する。
1が最もリスクが⾼く、実際に⾃宅などの調査を⾏う優先順位が⾼い対象となる。
分析作業は国税庁が⾏い、最終的には各地の国税局や税務署の担当者が対
象者を選定する。

⽇本経済新聞 2025年3⽉14⽇ より
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OCRの書類のデータを中⼼に取り込まれる
法定調書などは、バッチで⼊⼒
限られたデータのみ分析

送信したデータのすべてが利⽤可能
送信したデータすべての分析可能

書⾯で提出

電⼦で提出

e-Taxの利⽤が増えると、
税務当局が分析に使えるデータが増加する
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e-Tax利⽤率の推移
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令和6年3⽉1⽇以後事業年度令和5年分⻘⾊申告決算書

相⼿先の「名称(⽒名)・所在地(住所)」では照合できない
ものは「不明」となっていた。
不明・・・架空の取引 あるいは ゴミ

登録番号や法⼈番号の記載が必要となることで、相⼿先の
特定が可能。
架空取引の未然防⽌にも効果あり?!

調査選定

選定⽅法 デメリット

⼈間の選定 経験と勘
資料・タレコミ

選定者の能⼒に
よってバラツキ

従来の選定
当局内データを
⼀定のロジックに
基づいて抽出

網に引っかからな
いと⾒逃される

ＡＩの選定 当局内外のデー
タから分析・抽出

なぜ選ばれたのか
分からないことも
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税務リスク選定AIとAIモラル
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海外の事例
◆ オランダの「保育⼿当スキャンダル」・・・約26,000世帯が不当な扱いを受け、約10億ユーロの不当停⽌・回収。「不正検知システム」が違憲判決を受け内閣総辞職。

・ ⼆重国籍の有無や外国にルーツを持つ属性が「リスク評価」に使われていた。➡ トルコ系、モロッコ系などの移⺠家族が「⾼リスク」と判定
・ 申請者は「なぜ⾃分が不正受給者と疑われたのか」を知る⼿段が無かった。➡ 異議申⽴てが困難、外部監視や司法審査が働かない
・ 「リスクあり」と判定された家庭に対し、少額の記載ミスや書類不備でも全額返還を命令するなど、極めて過酷な措置がとられた。 ➡ 多くの家庭が経済的に破綻 

◆ COMPAS（⽶国司法システム)・・・保釈の可否、判決の軽重、保護観察の条件設定、刑務所でのリスク分類などに使われている。

・ 再犯リスクを1〜10の統計スコアで数値化。⿊⼈被告を⽩⼈被告より⾼リスクと誤判定する傾向が強いと判明。
➡ アルゴリズムが⼈種差別的であり、⿊⼈被告を「再犯⾼リスク」と判断。裁判官に不利な印象を与えた。
➡ 「犯罪予備軍」というレッテルが量刑や保釈判断に影響。

・ アルゴリズムによる意思決定の透明性、説明可能性、そして公平性に関する世界的な議論の先駆け事例。

◆  Amazon採⽤AIシステム・・・求職者の履歴書を審査し、1から5つ星で求職者をランク付け。10年間にわたって同社に提出された履歴書の特定のパラメータを分析
することで応募者を審査するように訓練。

・ ソフトウェアエンジニアのポジションなどの技術職に応募する⼥性を組織的に差別することが判明したため、1年で中⽌された。
・ 意図せず、男性を⼥性より選ぶように訓練されていた。「⼥性」を含む単語や特定の「⼥⼦⼤学」の名前を含む履歴書を差別し格下げすることを学習。

◆  シカゴ警察のHeat List・・・「将来、銃撃事件に関与する可能性が⾼い⼈物」を抽出し、重点的に警戒・接触するためのリスト

・ 過去の逮捕歴、年齢、犯罪関与歴、犯罪被害に遭った経験などを変数として統計モデルでスコア化(危険度スコア)。
・ シカゴは過去の犯罪データ⾃体が⼈種偏在のため、学習データの偏りがそのままAI判定に反映。

➡ ラベル付けされた者は、実際には犯罪に関わらなくても警察からの接触・監視対象となり、社会的信⽤が失墜した。

⽣成AIのリスク例
リスクの分類 リスク事例

技術的リスク
• AIシステムへの攻撃
• バイアス、差別的、⼀貫性のない出⼒など
• ハルシネーション等による誤った出⼒
• ブラックボックス化、判断に関する説明の不⾜

社会的リスク

• 個⼈情報の不適切な取扱い
• 過度な依存
• ⽣命にかかわる事故、トリアージでの差別
• 知的財産権の侵害や⾦銭的損失
• 機密情報の流出
• 労働者の失業
• データや利益の集中
• 資格等の侵害
• 偽・誤情報等の流通・拡散
• ⺠主主義への影響
• フィルターバブル及びエコーチェンバー現象
• 多様性・包摂性の損失
• バイアス等の再⽣成
• エネルギー使⽤料及び環境の負荷
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公平性・偏⾒（バイアス）の問題

何が「バイアス」を⽣むのか

 ・ プロキシ変数          ︓ある特徴を直接使っていなくても、その代わりとなってしまう変数
例︓AIが「⼈種」を直接使わなくても、「住所」から⼈種の傾向を推測できてしまう。

「性別」を⼊⼒していなくても、「職業」や「趣味」から性別をほぼ推定できてしまう。

         税務リスク選定AIでも、国籍・居住地・家族構成などのプロキシが差別を再⽣産しうる。
 ・ データ⽣成過程の偏り︓学習強化 フィード バック・ループによる偏り

(例)  過去の重点取締り地区→逮捕者増→「犯罪多発地域」の学習が強化
 ・ 説明責任の⽋如      ︓ブラックボックス化で異議申⽴て・訂正が困難

     ⼈間が理解できない、責任者は開発者か、AIの利⽤者か

ハルシネーション・誤情報・偽情報の影響
・ ハルシネーション

意味︓AIが「事実に基づかない回答」を⾃信満々に⽣成すること
原因︓学習データの不⾜、曖昧さ、質問との関連性の誤推定など
特徴︓AIは嘘をつこうとしているのではなく、もっともらしい⽂章を⽣成した結果、誤りとなる

・ 誤情報
意味︓事実と異なる情報が意図せず広まったもの
原因︓⼈間が誤って解釈・誤解して拡散
特徴︓拡散者に悪意や欺瞞の意図はない

・ 偽情報
意味︓事実と異なる情報を意図的、意識的に作成・拡散したもの
原因︓⼈間が⽬的を果たすため、虚偽の情報を拡散
特徴︓発信者に欺瞞・操作の意図

 偽造された画像・動画（ディープフェイク）や改ざんデータも含む

税務リスク選定AIはネット上の
情報も参考にしている可能性。
誤情報が変数とされたら?
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税務リスク選定AIとプライバシーの問題
必要以上に広範な個⼈データを使うと、プライバシー侵害のリスクが増す。

当局は今後、インターネット上の情報、⾦融機関情報、その他の情報を取り込んでいくのか?!

例えば、監視カメラデータを取り込んだらどうなる? 考えられることは?
・ 店舗の来客数を映像で把握 ➡ 売上の推計、申告書との照合
・ ⾏動パターンの把握 ➡ 申告内容との照合、プライベートな活動まで税務リスクの材料に ➡ 「消費⾏動不⼀致」分類が可能
・ 映像で⽣活⽔準が⾼いと判断 ➡ 「不正予備軍」とラベル付け
・ 映像の解析誤認 ➡ AIが誤った判断 ➡ 事実に反する疑いの⽬
・ 監視国家化

税務リスク選定AIとプライバシーの問題

データ分析の結果「リスクあり」と分類されたこと⾃体が、納税者の社会的信⽤や法的扱いに直結する可能性

➡ スティグマ化 「負のラベル」を貼られることによって、⼈格や信⽤が否定的に⾒られる現象
◆ 「リスクあり」と分類された納税者は、通常より厳格な税務調査・照会を受けやすくなる。
◆ 調査対象とされただけで「何か怪しい⼈(脱税している⼈)」というレッテルを貼られる。
◆ ⾦融機関や取引先に「税務当局にマークされている」ことを知られた際に不利益が⽣じる。
◆ 地域のコミュニティにおいても「税⾦で問題を起こしている⼈」としてレッテルを貼られ、社会関係に影響が出る。

(例) オランダの「保育⼿当スキャンダル」事例では、「不正を働いた親」というスティグマが社会的に広がり、失職や⼦供の
進学に影響した。⽶国では⿊⼈被告が「再犯リスク⾼」と分類され、裁判で不利な印象となった。

「税務リスク⾼」の情報が流出したらどうなるか。税務調査を受けていることを知られたらどうなるか。
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政府における⽣成AIの利活⽤⽅針 (抜粋)
➀ AIガバナンスの強化に取り組むこと。
② ⽣成AIの便益とリスクについて理解すること。
③ ⽣成AIのリスクを軽減するための⽅策を把握し、適切なリスク対策を実施するとともに、

 ⽣成AIシステムの品質向上や利⽤⽅法の⼯夫による利⽤効果の増進を図ること。

出典︓⾏政の進化と⾰新のための⽣成AIの調達・利活⽤に係るガイドライン
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主要国・地域の⽣成AIに関連する法規制の取組
規制強化

出典︓60分でわかる⽣成AIビジネス活⽤最前線

規制慎重

特定個⼈情報保護評価書（全項⽬評価書）



25

主要なリスク対策 情報⼊⼿時の対策
⽬的外⼊⼿防⽌: 法令
で規定された様式・

事項のみに限定

本⼈確認: 個⼈番号
カード、運転免許証
等による厳格な確認

不正⼊⼿防⽌: 専⽤線
使⽤、暗号化、アク

セスログ取得
情報使⽤時の対策

アクセス制限: 職責に
応じた権限管理、個
⼈別ID/パスワード

不正使⽤防⽌: システ
ム分離、外部接続遮

断

記録管理: 全アクセス
ログを1年間保存、定

期点検実施
委託業務の対策

法定調書データ⼊⼒
業務: インハウス型委

託、専⽤線接続

NISA関連業務: 認定
クラウド使⽤、暗号

化通信

監査体制: 業務前後・
期間中の実地監査実

施

情報提供・移転の対
策

地⽅税当局への提供: 
専⽤線使⽤、暗号化、

7年間記録保存

e-Taxへの移転: デー
タセンター内限定回

線使⽤
セキュリティ対策

プライバシーマー
ク・ISMS認証取得業

者との契約

秘密保持義務の徹底
定期的な情報セキュ

リティ研修実施
物理的セキュリティ
（耐⽕書庫保管等）

全体として、個⼈番号を含む税務情報の適切な取扱いを確保するため、
技術的・物理的・⼈的な多層防御体制を構築していることが⽰されてい

る。

※ Claudeが要約したもの

AIによる判断に不服がある場合

⾃治体におけるAIの利⽤に関するワーキンググループ（第4回） 資料より


